
資料５０

導入修習の実施結果について

○　第６８期司法修習生に対し，導入修習終了時にアンケート調査を実施した。
　司法修習生１７６２人中１６９２人が回答（回収率９６．０％）。

○　導入修習前から，あるいは導入修習中に不安・不足を感じていた者と，導入
　修習により不安・不足が解消した者の率

　【全体】
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【各知識・能力について不安・不足があった者の不安・不足解消率】
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○　自学自修の取組

　（図表４）

○　能力・知識が不足していた理由
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○　導入修習のカリキュラムのうち，必要性を感じなかったもの，内容や構成が不十分と感じた
　ものの有無
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